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３章 モビリティ・マネジメントの改善点と今後の方針 

 

職場モビリティ・マネジメントにおけるアンケート調査から、市・県・事業所平均で、54.8%
の人が「エコ通勤への参加意向がある」と回答した一方、「ノルデ運動への参加意向がある」

人は 22.6%に留まった。 
調査より見えてきたノルデ運動の問題点と、その改善方針を下記に整理する。 

 
ノルデ運動を進める上での問題点・改善点と対応方針 

改善点等 対応方針 

 帰りに買物等で立ち寄りができない 

○帰りにはスーパー等に立ち寄る人が多

く、帰りの立ち寄りができないことがノル

デ運動の障壁として多くあげられた 

 商店街との連携 

○買物なども含めた生活スタイル全体からの提案 

○たとえば、商店街と連携し、バス利用促進ちらしの

中で、商店街店舗の紹介や商店街店舗を利用した生活

スタイルを提案（商品、サービスなど）→職場やバス

停・駅近くの店舗で用事を済ませてもらうとともに、

商店街活性化にも寄与する 

 経済的なインセンティブ 

○2012 年ノルデ運動においては、ノルデ

運動参加者に対して、路線バスを特別運賃

とするインセンティブが与えられ、一定の

評価が得られた 

○一方で、「公共交通を利用する方が得をす

る」仕組みづくりを創設する必要があると

いった意見も多くあがった 

 他の経済的なインセンティブ 

○ノルデ運動（エコ通勤）手当の創設 

 

エコ通勤しやすい職場環境づくり 

○ノルデ運動参加者のフレックスタイム制度 

○ノー残業デーとノーマイカーデーを同時に実施 

○残業時、飲み会時などに利用できる夜間乗合タクシ

ーの創設 

○利用しやすい駐車場料金制度の設定（月極ではなく

日割り）など 

○一ヶ月定期券や回数券の導入と身近な売り場での販

売 

 
上記の他にも、事業所や一般への周知徹底や公共交通利用促進策として、下記のようなモビ

リティ・マネジメント施策も考えられる。 
 

 その他（事業所や一般への周知徹底） 

○ノルデ運動参加者の生の声（ノルデ運動に参加して良かったことなど）をちらし等で紹介 

 （アンケートからは、「公共交通機関を利用することで、運転の疲れが無く夜寝つきが良くなった。」と

いった声も得られた） 

○広報誌を徹底して活用（毎月特集ページを設ける）。例えば、バス運転手のインタビューや利用

者のインタビューなど、各回トピックスをつくって紹介 

○ノルデ運動専用ホームページの開設（各種取組方法やちらしの紹介、協力事業所の紹介など） 
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公共交通かわら版の例（岡山県井原市） 


